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本研究ではマルチフェロイック[1][2][3]の新奇な組み合せ，強誘電体-光誘起磁性体[4]，強誘電

体-巨大磁気抵抗体,オプトエレクトロニクス材料として,光で変化する物質の研究が活発に進

められている中,光によって直接的に磁性をスイッチングできる光磁性材料は,光による直接

的な書き込みが可能であるため光メモリや光コンピュータなどの光磁気メモリ媒体への応

用が期待されているスピンクロスオーバ物質である 0.7BaTiO3-0.3(La0.5,Sr0.5)CoO3-σコアシェル焼

結 体 (BTO-LSCO), 0.7BaTiO3-0.3Pr0.65Ca0.35MnO3 コ ア シ ェ ル 焼 結 体 (BTO-PCMO) を

0.7BaTiO3-0.3NiFe2O4 (BTO-NFO) と同様な化学的手法で作製し [5][6] 、比較研究した。 

今回,攪拌時の条件を超音波の有無や掛ける時間及びシェル形成時の水温の温度の 2 点に

着目し試料の最適化を探った.以下に超音波条件の結果を示す. 

 SEM で各試料の評価を行うと,コア投入時に超音波を掛けた方がコアが分散され,比較的良

い試料であると考える. 

 シェル形成時の水温での実験の条件とデータはまだ採取していないため,発表の際に説明

を行う. 
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表 1:超音波条件 表 2:倍率 2000倍による SEM画像 

第68回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2021 オンライン開催)16p-Z35-6 

© 2021年 応用物理学会 08-018 9.5


